
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

〈２月の行事予定〉 



 

 

 

 

 

 

 

今、私たちにできることを！ 
校長  竹内 久美子  

能登半島地震でお亡くなりになられた方々のご冥福を謹んでお祈りするとと
もに、被害に遭われた皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

地震や津波の被害の状況、避難所生活の様子などが報道される度に、被災さ
れた方々の気持ちを考えると私も胸が痛くなります。また、中学生の集団避難
も始まりました。少しでも安全な環境で学びに向かわせてあげたいという考え
からの措置ですが、２か月近く親元を離れた生活になるわけですから、参加す
るかどうかの判断は、親子共に覚悟が必要だったことでしょう。 

本校の生徒に「輪島市や珠洲市、能登町の中学生が集団避難しているけど、
どう思う？」と聞いてみました。 

・自分たちが、学校で当たり前に勉強ができることをありがたく思います。 
・能登の人たちが、少しでも早く普通の生活に戻れることを祈ります。 
・普段、一緒に生活している親、家族の温かさ、大切さを改めて感じます。 
・集団避難所では、仲間がいるから自分も頑張れるのだろうと思います。き 

っと、仲間の支え合いが今まで以上に大切になると思います。 
・いくら仲間と頑張ろうと思っても、「家族は元気だろうか？」と心配にな 

るときもあると思います。僕だったら、家族と離れる決心をするのは辛い 
です。 

 ・こんな思いで生活している中学生をはじめ、被災地の人たちの役に立つこ 
とが何かできないかと思います。 

 自分たちと同じ中学生が、被災地でどんな境遇にいるのか、どんな気持ちで
生活しているのかを慮ることで、双葉中生もいろいろと感じていることが分か
ります。 

生徒会では、「何か私たちにできることを！」と考え、募金活動を行うこと
にしました。金額の大小は関係ありません。少しでも協力して、被災地の人た
ちを支えたいという気持ちこそが大切だと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
「私たちに何かできることはないか？」と考えて行動に移す

ことを判断した生徒たちを誇りに思います。そして、生徒たち
の温かい気持ちが、被災者の皆さんに届くことを願っています。 

双葉中は、美濃加茂市ＦＲＯＭ-０歳プラン２・富加町教育新生プランを推進しています。 
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学校の教育目標 あたたかく（善意）かしこく（追究）たくましく（挑戦） 

＜生徒会長より募金の呼びかけ＞ 

 皆さん、石川県で震度７の大きな地震が起きたことは知っていますよね。そ

こでは、地割れや建物の崩壊が起きており、避難所生活が続いています。多く

の資源が求められています。私たち生徒会執行部は、自分たちにも何かできる

ことはないかと考え、募金活動をしたいと思います。（略） 

今こそ、双葉中の４本柱の一つである「ＧＩ…Good intentions：善意の

心」を発揮しましょう。 


